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（１）水道の理想像について 

 国の新水道ビジョンでは、水道水の安全の確保を「安全」、確実な給水の確保を「強靱」、供

給体制の持続性の確保を「持続」と表現し、これら３つの観点から、５０年後、１００年後の

水道の理想像を具体的に示し、これを関係者間で共有することとしています（図６－１）。 

 本県では、新水道ビジョンで掲げる水道の理想像を踏襲し、群馬県における水道の理想像

として設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）基本理念 

 水道の理想像を踏まえ、将来にわたって安全で良質な水道水を安定的に供給していくた

めには、水道事業者をはじめとする水道関係者がそれぞれの役割を果たしつつ、一丸となっ

て対応をする必要があります。このことから、本ビジョンでは水道関係者が今後目指すべき

方向性を表す基本理念を次のとおり定め、共有していくこととします。 

 

 

  

６－１ 県内水道の目指すべき方向性 

図６－１ 水道の理想像 

【出典】厚生労働省「新水道ビジョン」 

時代や環境の変化に対して的確に対応しつつ、水質基準に適合した水が、必要な量、いつでも、どこでも、

誰でも、合理的な対価をもって、持続的に受け取ることが可能な水道 
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（３）基本方針 

 基本理念の実現に向けた取組の方針として、以下の３つの基本方針を設定します。この

基本方針の実現に向けた各種方策を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

（１）基本目標の設定 

 「安全」、「強靱」、「持続」の３つの基本方針に基づき、今後１０年間における取組の基

本目標を次のとおり設定します（図６－２）。この基本目標は、３つの基本方針の実現に

向けて取り組むことが必要と思われる項目をまとめたものであり、基本目標ごとに今後の

具体的対応策を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６－２ 基本目標の設定 

利用者が安心しておいしく飲める安全で
良質な水道水の供給

水質管理体制の充実

水道水源の保全

貯水槽水道の適正管理

災害・事故等の影響を最小限にとどめる
強靱な水道の構築と危機管理の徹底

老朽施設の更新と耐震化の推進

危機管理対策の強化

〈 基本方針 〉 〈 基本目標 〉 

図６－２ 基本方針及び基本目標 

将来世代にわたって水道の恩恵を享受で
きる水道サービスの持続性の確保

水道施設の管理・運用の適正化

経営の健全化

技術力の確保
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